
彼
の
不
思
議
な
る
女
性
と
識
り
合
ひ
し
は
、
此
の
北
歐
の

か

街
衢
が
夏
の
光
に
横
溢
せ
る
頃
な
り
き
。

ま
ち

余
は
偶
々
縁
有
り
て
、
此
の
街
衢
に
曾
て
住
ひ
し
十
八
世
紀
の
神
秘
家
ス
ヱ
デ
ン
ボ
リ
に
つ
き
調
べ
た
り
し
が
、
一
夕
、
某
縉
紳

す
ま

の
舘
に
て
開
か
れ
し
夏
至
祭
の
晩
會
に
て
、
其
の
女
性
よ
り
「
貴
男
は
、
ス
ヱ
デ
ン
ボ
リ
に
つ
き
調
べ
た
ま
ふ
や
。」
と
率
爾
に
問
は

れ
た
り
。

其
の
灰
緑
色
の
瞳
に
金
髪
痩
身
の
中
年
女
性
は
、
流
暢
な
る
日
本
語
に
て
余
に
此
く
語
り
き
。

余
は
、
此
か
る
借
問
に
、
内
面
の
狐
疑
の
露
出
せ
ぬ
や
う
に
努
め
て
温
容
を
保
ち
て
、
「
否
、
余
は
日
本
思
想
史
研
究
家
に
し
て
、

し
や
も
ん

鈴
木
大
拙
に
つ
き
考
証
す
る
次
で
に
、
大
拙
が
曾
て
傾
倒
せ
し
ス
ヱ
デ
ン
ボ
リ
に
た
ま
さ
か
の
興
味
を
持
つ
に
如
か
ず
。」
と
答
へ
た

つ
い

り
。
よ
も
、
ス
ヱ
デ
ン
ボ
リ
の
特
殊
な
る
瞑
想
法
を
苦
心
探
求
す
る
者
と
は
え
言
は
ざ
り
け
り
。

而
る
に
、
彼
女
は
、
「
毎
週
金
曜
日
の
夜
、
ス
ヱ
デ
ン
ボ
リ
の
瞑
想
法
を
研
究
す
る
集
ひ
あ
れ
ば
、
若
し
、
貴
男
の
御
都
合
宜
し
く

ば
、
此
の
住
所
へ
來
た
ま
へ
か
し
。」と
言
ひ
て
、
銅
板
に
て
華
文
字
を
緻
密
に
印
刷
し
た
る
名
刺
を
余
に
通
じ
た
り
。
余
は
高
深
莫
測

か
う
し
ん
ば
く
そ
く

な
る
彼
女
の
瞳
に
、
己
が
内
心
を
察
知
さ
る
る
こ
と
に
悚
然
た
れ
ど
も
、
名
刺
を
慇
懃
に
交
換
し
て
、
握
手
し
別
れ
た
り
。

其
の
夏
至
の
晩
會
は
白
夜
の
中
に
續
き
、
余
は
幾
人
も
の
客
と
寒
暄
を
叙
し
て
は
乾
杯
し
、

い
く
た
り

火

酒
に
揺
々
た
る
長
き
影
法
師
を
伴

ア
ク
ワ
ヸ
ツ
ト

に
家
に
歸
り
し
は
短
夜
も
拂
曉
の
こ
と
な
り
き
。

み
じ
か
よ

其
の
名
刺
は
、
暫
し
余
の
研
究
室
の
手
文
庫
中
に
放
置
さ
る
る
に
、
秋
分
も
過
ぎ
た
る
金
曜
日
、
誘
は
る
る
が
如
く
吾
が
手
に
触
れ

ぬ
。
余
の
研
究
室
よ
り
は
、
昔
王
侯
の
狩
場
た
り
し
苑
囿
を
望
み
、
熹
微
な
る
秋
の
日
に
愈
々
黝
き
湖
水
に
感
傷
せ
る
に
や
、
彼
女
の

住
居
を
訪
な
は
む
と
思
ひ
立
ち
、

す
ま
ひ

大

學

前
驛
よ
り
地
下
鐡
に
乘
り
た
り
。

ウ
ニ
ベ
ル
シ
ュ
テ
エ
ト

は
や
初
更
も
過
ぎ
、
街
燈
の
下
、
余
はFörlikningsgatan
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と
名
刺
に
記
さ
れ
た
る
住
所
を
頼
り
に
、
地
下
鐡
の
終
點
驛
よ
り
北

に
入
る
小
巷
の
番
地
を
數
へ
つ
つ
歩
み
た
り
。
フ
ヱ
ル
リ
イ
ク
ニ
ン
グ
ス
街
と
は
曾
て
聞
き
し
事
と
て
無
け
れ
ど
も
、
不
思
議
に
難

な
く
場
所
を
見
附
く
る
に
、
門
扉
の
重
き
鐡
環
を
鳴
ら
す
や
、
彼
女
は
門
口
に
身
を
現
は
し
た
り
。

「
待
ち
奉
れ
り
。
疾
く
入
り
給
へ
。」

と

此
の
都
市
獨
特
な
る
十
九
世
紀
中
葉
風
の
北
歐
新
古
典
派
的
の
建
物
に
入
り
、ゴ
ツ
ト
ラ
ン
ド
石
灰
岩
の
階
段
を
上
る
に
、
針
葉
樹

の
床
板
を
寄
木
細
工
の
如
く
張
り
巡
ら
せ
雅
趣
乏
し
か
ら
ぬ
會
議
室
に
案
内
さ
れ
た
り
。
室
内
に
は
北
歐
式
の
樸
實
な
る
椅
子
を
円

陣
に
組
み
、
數
名
の
男
女
既
に
こ
れ
に
座
し
た
り
。

余
は
傍
観
者
と
し
て
、
円
陣
の
外
の
椅
子
に
座
し
、
樣
子
を
打
ち
眺
め
た
り
。
彼
女
が
講
頭
を
務
む
る
此
の
降
靈
會
は
、
十
九
世
紀

式
の
円
陣
な
り
し
が
、
獨
特
な
る
工
夫
は
、
一
枚
の
二
桁
數
字
の
亂
數
表
を
手
交
さ
れ
、
數
字
一
箇
を
順
に
円
陣
の
時
計
回
り
に
、
過

誤
の
生
ぜ
ざ
る
や
う
に
注
意
力
を
繼
續
し
て
各
人
讀
誦
す
る
に
あ
り
。

一

掌
編

フ
ヱ
ル
リ
イ
ク
ニ
ン
グ
ス
街
十
三
號

八
嶽
外
史
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此
の
亂
數
表
は
、フ
ォ
リ
オ
版
の
稀
覯
書
の
複
印
の
如
く
、
或
る
貴
人
の
秘
笈
の
中
よ
り
見
出
し
た
る
物
の
趣
な
り
。
ス
ヱ
デ
ン

ボ
リ
は
亦
、
不
世
出
の
數
學
者
た
る
に
、
渠
自
身
、
計
算
數
唱
の
反
復
に
よ
り
自
然
に
眞
言
効
果
生
じ
、
一
種
の
禪
定
に
入
り
た
り
と

會(

う
ゐ)

せ
ば
此
れ
も
一
理
な
ら
む
。

半
時
の
數
唱
の
後
、
一
同
沈
黙
し
、
各
自
輕
き
瞑
想
に
入
れ
り
。
然
れ
ど
、
此
く
の
み
に
て
は
、
數
字
散
亂
し
大
拙
の
提
唱
せ
る

座
禪
の
數
息
よ
り
、
え
や
は
深
ま
ら
む
。
さ
れ
ば
、
ス
ヱ
デ
ン
ボ
リ
を
去
れ
る
大
拙
は
渠
を
堪
破
し
た
る
者
な
ら
む
。

か
く
思
ふ
に
、
余
は
、
無
聊
の
餘
り
、
勝
手
次
第
に
不
覺
に
も
沈(

こ
ん
ぢ
ん)

せ
し
が
、
突
如
眼
前
に
彼
女
現
は
れ
、
「
貴
男

は
此
の
瞑
想
法
を
疑
へ
り
。」
と
大
喝
し
、
掌
聲
一
拍
を
爲
し
た
り
。

氣
が
付
く
に
、
余
は
地
下
鐡
の
車
中
の
堅
き
座
席
に
て
転
寢
を
爲
し
た
り
。
「
市
營
乘
合
自
動
車
１
６
、
７
０
番
⁌
路
面
電
車
２

０
…
番
は
乘
り
換
へ
。」
と
繰
り
返
す
機
械
音
聲
の
車
内
放
送
を
遠
く
聞
き
て
、
余
は
再
び
地
下
鐡
の
終
點
に
到
着
し
た
る
を
知
り
ぬ
。

余
は
悵
然
と
下
車
し
、
北
歐
の
秋
特
有
の
冷
た
き
驟
雨
の
中
を
甃
砌
を
踏
み
て
彷
徨
へ
る
も
の
の
、フ
ヱ
ル
リ
イ
ク
ニ
ン
グ
ス
街
十

し
う
せ
い

三
號
に
辿
り
着
く
由
と
て
な
き
こ
と
は
、
言
ふ
も
ま
た
お
ろ
か
な
り
け
り
。

(

平
成
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日
受
附)二


